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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯湯タンクを内蔵する貯湯タンクユニットの外郭ケースの上面を形成するケース上面板
と、
　前記ケース上面板の裏面に配置され、前記貯湯タンクに接触しない複数の補強部材と、
　前記ケース上面板と、外部の構造体とを連結する上部振れ止め部材と、
　を備え、
　前記上部振れ止め部材の一端は、前記ケース上面板と前記補強部材とに固定可能であり
、前記上部振れ止め部材の他端は、前記構造体に固定可能であり、
　前記外郭ケースは、正面を形成するケース正面板と、側面を形成するケース側面板と、
背面を形成するケース背面板とを有し、前記ケース正面板は、点検時に開閉可能であり、
　前記補強部材は、前記ケース正面板の上辺に並行して位置する前記ケース上面板の辺の
近傍には配置されず、前記ケース背面板の上辺に並行して位置する前記ケース上面板の辺
の近傍と、前記ケース側面板の上辺に並行して位置する前記ケース上面板の辺の近傍とに
配置されている貯湯式給湯機の耐震構造。
【請求項２】
　貯湯タンクを内蔵する貯湯タンクユニットの外郭ケースの上面を形成するケース上面板
と、
　前記ケース上面板の裏面に配置され、前記貯湯タンクに接触しない複数の補強部材と、
　前記ケース上面板と、外部の構造体とを連結する上部振れ止め部材と、
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　を備え、
　前記上部振れ止め部材の一端は、前記ケース上面板と前記補強部材とに固定可能であり
、前記上部振れ止め部材の他端は、前記構造体に固定可能であり、
　前記外郭ケースは、正面を形成するケース正面板と、側面を形成するケース側面板と、
背面を形成するケース背面板とを有し、
　前記補強部材は、下方に突出するリブを有し、
　前記ケース側面板と前記ケース背面板との一方または両方の近傍に前記リブが配置され
ている貯湯式給湯機の耐震構造。
【請求項３】
　前記上部振れ止め部材を複数備え、前記複数の前記上部振れ止め部材が、前記複数の前
記補強部材の各々に対し個別に固定可能である請求項１または請求項２に記載の貯湯式給
湯機の耐震構造。
【請求項４】
　前記上部振れ止め部材を複数備え、前記複数の前記上部振れ止め部材は、前記貯湯タン
クユニットに対して互いに異なる方向に位置する前記構造体にそれぞれ固定可能である請
求項１から請求項３のいずれか一項に記載の貯湯式給湯機の耐震構造。
【請求項５】
　前記複数の前記補強部材の少なくとも一部は、前記ケース背面板の上辺に並行して位置
する前記ケース上面板の辺と、前記ケース側面板の上辺に並行して位置する前記ケース上
面板の辺との角部の近傍に配置されている請求項１記載の貯湯式給湯機の耐震構造。
【請求項６】
　前記ケース側面板と前記ケース背面板との一方または両方と前記ケース上面板とを固定
する固定手段により前記リブが共に固定されている請求項２記載の貯湯式給湯機の耐震構
造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯湯式給湯機の耐震構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒートポンプ等の加熱手段により高温の湯を沸き上げて貯湯タンクに貯え、必要に応じ
て貯湯タンクから外部へ湯を給湯する貯湯式給湯機が広く用いられている。貯湯式給湯機
の貯湯タンクユニットは、湯水を貯湯タンクと、保温性を確保するために貯湯タンクを覆
う断熱材と、湯水を流入および流出させるための配管と、ポンプや弁等の機能部品と、給
湯機を制御するための制御基板と、これらの構成機器を収納して保護する外装ケースと、
外郭ケースを土台もしくは床面に固定するための脚とを備えた構造となっている。貯湯タ
ンクユニットは、貯湯タンク内に湯水が貯留された状態では重量物となるが、大きな地震
の際にも転倒しないように、十分な耐震性が求められる。
【０００３】
　特許文献１には、貯湯タンクユニットの外郭ケースの上端部が連結部材を用いて構造物
に固定され、外郭ケースの上端部の内部には該上端部の機械的強度を補強するための補強
構造体が配置されており、補強構造体は外郭ケースの上端部を貯湯タンクから延びる給湯
管の基部に連結するように構成されたものが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１０５５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　特許文献１に開示された構成では、貯湯タンクの上部が補強構造体を介して外郭ケース
上部に連結されているため、貯湯タンク内の高温の湯の熱が補強構造体を介して外郭ケー
スや連結部材に伝熱し、外気へ放熱してしまう。このため、貯湯タンクの保温性能が低下
する。
【０００６】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、貯湯タンクの保温性能
を損なうことなく、耐震性能を向上することのできる貯湯式給湯機の耐震構造を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る貯湯式給湯機の耐震構造は、貯湯タンクを内蔵する貯湯タンクユニットの
外郭ケースの上面を形成するケース上面板と、ケース上面板の裏面に配置され、貯湯タン
クに接触しない複数の補強部材と、ケース上面板と、外部の構造体とを連結する上部振れ
止め部材と、を備え、上部振れ止め部材の一端は、ケース上面板と補強部材とに固定可能
であり、上部振れ止め部材の他端は、構造体に固定可能であり、外郭ケースは、正面を形
成するケース正面板と、側面を形成するケース側面板と、背面を形成するケース背面板と
を有し、ケース正面板は、点検時に開閉可能であり、補強部材は、ケース正面板の上辺に
並行して位置するケース上面板の辺の近傍には配置されず、ケース背面板の上辺に並行し
て位置するケース上面板の辺の近傍と、ケース側面板の上辺に並行して位置するケース上
面板の辺の近傍とに配置されているものである。
　また、本発明に係る貯湯式給湯機の耐震構造は、貯湯タンクを内蔵する貯湯タンクユニ
ットの外郭ケースの上面を形成するケース上面板と、ケース上面板の裏面に配置され、貯
湯タンクに接触しない複数の補強部材と、ケース上面板と、外部の構造体とを連結する上
部振れ止め部材と、を備え、上部振れ止め部材の一端は、ケース上面板と補強部材とに固
定可能であり、上部振れ止め部材の他端は、構造体に固定可能であり、外郭ケースは、正
面を形成するケース正面板と、側面を形成するケース側面板と、背面を形成するケース背
面板とを有し、補強部材は、下方に突出するリブを有し、ケース側面板とケース背面板と
の一方または両方の近傍にリブが配置されているものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、貯湯タンクの保温性能を損なうことなく、耐震性能を向上することが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機の耐震構造を備えた貯湯タンクユニットの
側面図である。
【図２】本発明の実施の形態１における上部振れ止め金具および補強金具の付近を拡大し
て示す断面図である。
【図３】本発明の実施の形態１におけるケース上面板の裏面側を見た斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態１におけるケース上面板の表面側を見た斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態１の変形例におけるケース上面板の裏面側を見た斜視図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機の耐震構造を備えた貯湯タンクユニットを
上方から見た斜視図である。
【図７】本発明の実施の形態２の貯湯式給湯機の耐震構造における補強金具を示す斜視図
である。
【図８】本発明の実施の形態２における上部振れ止め金具および補強金具の付近を拡大し
て示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、各図において共通
する要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
【００１１】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機の耐震構造を備えた貯湯タンクユニット
の側面図である。図１に示すように、本実施形態における貯湯タンクユニット１００は、
湯水を貯留する略円筒形状の貯湯タンク１０と、貯湯タンク１０を収納する略直方体形状
の外郭ケース２０とを備えている。貯湯式給湯機は、例えばヒートポンプ式の熱源機（図
示せず）あるいは貯湯タンク１０の内部に配置されるヒータ（図示せず）等により水を加
熱して高温の湯を生成し、その湯を貯湯タンク１０内に貯留する。
【００１２】
　外郭ケース２０は、外郭ケース２０の上面を形成するケース上面板２１と、底面を形成
するケース底面板２２と、正面を形成するケース正面板２３と、背面を形成するケース背
面板２４と、左右の側面をそれぞれ形成するケース側面板２５，２６とを有している。図
１は、図中で手前側のケース側面板２５を透視した透視図である。外郭ケース２０には、
貯湯タンク１０のほかに、貯湯タンク１０内の湯を保温するために貯湯タンク１０を覆う
ように配置される断熱材や、湯水の配管、ポンプ、弁、熱交換器等の機能部品、制御基板
等の各種機器が更に収納されているが、図示を省略する。
【００１３】
　貯湯タンク１０の外周の下部付近の複数個所には、タンク下部脚３１が溶接等により固
定されている。タンク下部脚３１には、内部脚３２がボルト等にて締結されている。内部
脚３２の下端は、ケース底面板２２を挟んで、据付脚３３の上端に固定されている。据付
脚３３の下端は、土台もしくは床面５０等（以下、床面５０で代表する。）にアンカーボ
ルト等により固定されている。このようなタンク下部脚３１、内部脚３２および据付脚３
３を備えた脚構造３０により、貯湯タンクユニット１００が床面５０上に支持・固定され
ている。
【００１４】
　また、貯湯タンクユニット１００の上部は、上部振れ止め金具２７（上部振れ止め部材
）を介して、貯湯タンクユニット１００に隣接する建造物または室内の壁６０等の構造物
（以下、壁６０で代表する）に連結されている。上部振れ止め金具２７の一端は、ケース
上面板２１の表面側に固定されているとともに、ケース上面板２１の裏面に設置された補
強金具２８（補強部材）にも固定されている。上部振れ止め金具２７の他端は、壁６０に
固定されている。この上部振れ止め金具２７が設けられていることにより、地震などの強
い揺れが発生した場合に、揺れにより貯湯タンクユニット１００が傾斜したり転倒したり
することを確実に防止することができる。
【００１５】
　図２は、本発明の実施の形態１における上部振れ止め金具２７および補強金具２８の付
近を拡大して示す断面図である。図２に示すように、補強金具２８は、板状をなし、ケー
ス上面板２１の裏面に配置されている。上部振れ止め金具２７は、板状をなしている。上
部振れ止め金具２７の一端部は、ケース上面板２１を挟んで補強金具２８と重ねて配置さ
れている。本実施形態では、固定手段としてのネジ４０により上部振れ止め金具２７の一
端部とケース上面板２１と補強金具２８とが一体に固定されている。すなわち、上部振れ
止め金具２７およびケース上面板２１に形成された孔を挿通したネジ４０を、補強金具２
８に形成されたネジ孔に螺合させ、ネジ４０を締め付けることにより、上部振れ止め金具
２７の一端部とケース上面板２１と補強金具２８とが締結されている。上部振れ止め金具
２７の他端部は、直角に屈曲し、垂直になっている。この上部振れ止め金具２７の他端部
は、図示しないネジ等の固定手段により、壁６０に固定されている。
【００１６】
　本実施形態では、上記のような補強金具２８を設けたことにより、強い揺れが発生した
場合にも、上部振れ止め金具２７と貯湯タンクユニット１００との連結が外れることを確
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実に防止することができ、貯湯タンクユニット１００が傾斜したり転倒したりすることを
確実に防止することができる。また、補強金具２８は、ケース上面板２１の裏面に密着し
ており、貯湯タンク１０には接触していない。このため、貯湯タンク１０内に貯留された
高温の湯の熱が、補強金具２８を通過してケース上面板２１に伝熱し、ケース上面板２１
から外気に放熱することを防止することができる。よって、貯湯タンク１０の保温性能の
低下を防止することができる。
【００１７】
　図３は、本発明の実施の形態１におけるケース上面板２１の裏面側を見た斜視図である
。図４は、本発明の実施の形態１におけるケース上面板２１の表面側を見た斜視図である
。図３に示すように、本実施形態では、６個の補強金具２８がケース上面板２１の裏面に
配置されている。そして、図４に示すように、それらの補強金具２８の各々に対して、個
別に上部振れ止め金具２７を固定することが可能である。このため、本実施形態では、複
数の上部振れ止め金具２７を用いて貯湯タンクユニット１００と壁６０とを連結すること
が可能であるので、貯湯タンクユニット１００の耐震性能をより向上することができる。
【００１８】
　また、本実施形態では、６個の補強金具２８は、何れも同一の部品で構成されている。
このため、部品の種類の増加を抑制することができ、コスト低減が図れる。
【００１９】
　本実施形態における外郭ケース２０は、ケース正面板２３が開閉可能になっている。貯
湯タンクユニット１００の点検時等には、ケース正面板２３を開くことにより、内蔵され
た機器の点検、修理、交換等を行うことができる。図３および図４に示すように、ケース
上面板２１の四辺のうち、ケース正面板２３の上辺に並行して位置するケース上面板２１
の辺２１ａの近傍には補強金具２８が配置されておらず、ケース背面板２４の上辺に並行
して位置するケース上面板２１の辺２１ｂの近傍には２個の補強金具２８が配置され、ケ
ース側面板２５の上辺に並行して位置するケース上面板２１の辺２１ｃの近傍には２個の
補強金具２８が配置され、ケース側面板２６の上辺に並行して位置するケース上面板２１
の辺２１ｄの近傍には２個の補強金具２８が配置されている。点検時等に開閉する可能性
のあるケース正面板２３を壁６０に向けて貯湯タンクユニット１００を設置することは通
常は無いため、ケース正面板２３の上辺に並行して位置するケース上面板２１の辺２１ａ
の近傍に上部振れ止め金具２７を固定することは通常は無い。このため、本実施形態のよ
うに、ケース正面板２３の上辺に並行して位置するケース上面板２１の辺２１ａの近傍を
避けて補強金具２８を配置することが合理的であり、利便性を損なうことなく、補強金具
２８の設置個数を抑制することができる。
【００２０】
　図４に示す例では、ケース上面板２１の辺２１ｂの近傍に配置された２個の補強金具２
８の位置に２個の上部振れ止め金具２７がそれぞれ固定されている。図示を省略するが、
ケース上面板２１の辺２１ｃの近傍に配置された２個の補強金具２８の位置に２個の上部
振れ止め金具２７をそれぞれ固定することも可能であり、ケース上面板２１の辺２１ｄの
近傍に配置された２個の補強金具２８の位置に２個の上部振れ止め金具２７をそれぞれ固
定することも可能である。
【００２１】
　また、本実施形態では、複数の補強金具２８のうちの一部は、ケース背面板２４の上辺
に並行して位置するケース上面板２１の辺２１ｂとケース側面板２５の上辺に並行して位
置するケース上面板２１の辺２１ｃとの角部の近傍と、ケース背面板２４の上辺に並行し
て位置するケース上面板２１の辺２１ｂとケース側面板２６の上辺に並行して位置するケ
ース上面板２１の辺２１ｄとの角部の近傍とにそれぞれ配置されている。これらの角部は
、外郭ケース２０において直方体としての頂点の付近に位置するため、剛性が高い。この
ため、これらの角部に補強金具２８を配置して上部振れ止め金具２７を連結することによ
り、上部振れ止め金具２７をより強固に貯湯タンクユニット１００に連結することができ
、耐震性をより向上することができる。
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【００２２】
　図５は、本発明の実施の形態１の変形例におけるケース上面板２１の裏面側を見た斜視
図である。図５に示す変形例では、図３に示す例でケース上面板２１の辺２１ｂと辺２１
ｃとの角部の近傍に配置された２個の補強金具２８に代えて、これらを一体化してＬ字型
に形成した補強金具２８Ａを配置し、また、ケース上面板２１の辺２１ｂと辺２１ｄとの
角部の近傍に配置された２個の補強金具２８に代えて、これらを一体化してＬ字型に形成
した補強金具２８Ａを配置している。このような変形例の構成によれば、部品点数を削減
することができ、コスト低減が図れる。
【００２３】
　図６は、本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機の耐震構造を備えた貯湯タンクユニット
１００を上方から見た斜視図である。図６に示す例では、貯湯タンクユニット１００の背
面側と、一方の側面の側とに壁６０がそれぞれ存在している。そして、ケース上面板２１
の辺２１ｂの近傍に配置された２個の補強金具２８の位置に２個の上部振れ止め金具２７
の一端がそれぞれ固定され、これらの上部振れ止め金具２７の他端は、貯湯タンクユニッ
ト１００の背面側にある壁６０に対しボルト等の固定手段（図示せず）によりそれぞれ固
定されている。また、ケース上面板２１の辺２１ｄの近傍に配置された２個の補強金具２
８のうちの１個の位置に上部振れ止め金具２７の一端が固定され、この上部振れ止め金具
２７の他端は、貯湯タンクユニット１００の側面の側にある壁６０に対しボルト等の固定
手段（図示せず）により固定されている。
【００２４】
　このように、本実施形態では、複数の上部振れ止め金具２７を同一の壁６０に固定する
こともできるし、複数の上部振れ止め金具２７を貯湯タンクユニット１００に対して異な
る方向に位置する複数の壁６０にそれぞれ固定することもできる。このため、貯湯タンク
ユニット１００の設置場所の状況に応じて、より優れた耐震性が得られるように複数の上
部振れ止め金具２７を適切な箇所に配置することができる。
【００２５】
実施の形態２．
　次に、図７および図８を参照して、本発明の実施の形態２について説明するが、上述し
た実施の形態１との相違点を中心に説明し、同一部分または相当部分は同一符号を付し説
明を省略する。図７は、本発明の実施の形態２の貯湯式給湯機の耐震構造における補強金
具２８Ｂを示す斜視図である。図８は、本発明の実施の形態２における上部振れ止め金具
２７および補強金具２８Ｂの付近を拡大して示す断面図である。
【００２６】
　図７に示すように、本実施の形態２における補強金具２８Ｂには、下方に突出するリブ
２９が設けられている。図８に示すように、補強金具２８Ｂのリブ２９は、ケース背面板
２４の内面に重なって位置する。ケース上面板２１の周縁部には、下方に突出するリブ２
１ｅが設けられている。ケース上面板２１のリブ２１ｅは、ケース背面板２４の外側に重
なっている。このようにして、補強金具２８Ｂのリブ２９と、ケース上面板２１のリブ２
１ｅとが、ケース背面板２４を挟んで重なって位置する。リブ２９とケース背面板２４と
リブ２１ｅとが重なった部分において、ケース背面板２４およびリブ２１ｅに形成された
孔にネジ４０が挿通され、このネジ４０がリブ２９に形成されたネジ孔に螺合され、ネジ
４０を締め付けることにより、リブ２９とケース背面板２４とリブ２１ｅとが締結されて
いる。
【００２７】
　このように、本実施の形態２では、補強金具２８Ｂにリブ２９を設けたことにより、補
強金具２８Ｂの剛性が向上し、上部振れ止め金具２７と貯湯タンクユニット１００とをよ
り強固に連結することができる。また、リブ２９がケース背面板２４の近傍に配置される
ので、リブ２９が外郭ケース２０の内部空間を狭めることがなく、収納される機器との干
渉を防止することができる。また、本実施形態では、ケース上面板２１とケース背面板２
４とを固定する固定手段（ネジ４０）によってリブ２９を共締めしていることにより、補
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強金具２８Ｂを固定する固定手段の部品点数を削減することができる。また、補強金具２
８Ｂがリブ２９を介してケース背面板２４にも固定されるので、上部振れ止め金具２７と
貯湯タンクユニット１００とをより強固に連結することができる。なお、図８では、リブ
２９がケース背面板２４の近傍に配置される場合を例示したが、同様にして、リブ２９を
ケース側面板２５または２６の近傍に配置し、ケース上面板２１とケース側面板２５また
は２６とリブ２９とをネジ４０等の固定手段により共に固定しても良い。
【符号の説明】
【００２８】
１０　貯湯タンク、２０　外郭ケース、２１　ケース上面板、
２１ａ，２１ｂ，２１ｃ，２１ｄ　辺、２１ｅ　リブ、２２　ケース底面板、
２３　ケース正面板、２４　ケース背面板、２５，２６　ケース側面板、
２７　上部振れ止め金具、２８，２８Ａ，２８Ｂ　補強金具、２９　リブ、
３０　脚構造、３１　タンク下部脚、３２　内部脚、３３　据付脚、４０　ネジ、
５０　床面、６０　壁、１００　貯湯タンクユニット

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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